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【発行日】平成30年9月6日(2018.9.6)
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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月30日(2018.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スロットルペダル組立体であって、
　第１側壁、第２側壁、上壁、底壁、前壁、及び後壁を有し、チャンバと前記チャンバに
隣接するセンサ収納用キャビティとを画定する単一、一体型の筐体部であって、前記セン
サ収納用キャビティは、前記チャンバから前記センサ収納用キャビティを隔離する共通の
壁によって前記チャンバから分離され、前記チャンバは、前記筐体部の前記前面及び底面
に対して開き、互いに対向する前記第１側壁及び前記共通の壁によって部分的に画定され
、前記センサ収納用キャビティは、その上部が開口して、前記第２側壁及び前記共通の壁
によって部分的に画定され、前記チャンバは、前記第１側壁内の開口部と、前記第１側壁
内の前記開口部と同軸である前記共通の壁内の閉鎖ボアとを備える、筐体部と；
　ペダルと、ペダルアームと、前記ペダルアームの端部に設けられ、前記チャンバ内に挿
入される大きさのヘッドとを備えるペダル組立体であって、前記ヘッドは、前記ヘッドを
通って延びる通路を画定する、ペダル組立体と；
　前記ペダル組立体から分離し、前記筐体部の前記第１側壁内の前記開口部を通って前記
通路を通って延び、前記共通の壁の前記閉鎖ボアに収容される大きさに作られたペダルシ
ャフトであって、前記ペダルシャフトは、前記ペダル組立体を前記チャンバ内に搭載して
、前記ペダルシャフトによって画定されたピボット軸の周りで前記チャンバに対して前記
ペダル組立体をピボット運動させ、前記ペダルシャフトと前記ヘッドはスナップ式に連結
されるように構成され、前記ペダル組立体が前記頭部に対して回転可能に固定され、それ
により前記ペダル組立体は工具を使用せずに前記筐体部内に取り付けられる、ペダルシャ
フトと；
　前記ペダルシャフト上に配置された磁石であって、前記ペダルシャフトが前記筐体部内
に取り付けられたときに前記磁石が前記閉鎖ボアに入るように配置され、前記ペダル組立
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体が前記ピボット軸の周りを回転するときに前記ピボット軸上で前記磁石が回転するよう
に前記ピボット軸と同軸に配置された磁石と；
　前記センサ収納用キャビティ内に取り付けられたホール効果センサ組立体であって、前
記ホール効果センサ組立体はホールチップを有し、前記センサ収納用キャビティ及び前記
ホール効果センサ組立体はそれぞれ、前記ホールチップ及び前記磁石が共通軸上に位置す
るように前記ホールチップが前記ピボット軸と整列するように、前記センサ収納用キャビ
ティ内に成形され、寸法決め、位置決めされて、前記ピボット軸を中心に回転する、ホー
ル効果センサ組立体と；
　汚染物質が前記センサ収納用キャビティに入るのを防ぐために前記センサ収納用キャビ
ティを閉じるシール材と；
　を備えるスロットルペダル組立体。
【請求項２】
　窪み部及び突出部のうちの一方が、前記ペダル組立体の前記ヘッドの前記通路の表面上
に形成され、前記窪み部及び突出部のうちの他の一方が、前記軸の外面上に形成される、
請求項１に記載のスロットルペダル組立体。
【請求項３】
　前記突出部が、前記軸及び前記通路の前記表面の一方から延びる少なくとも１つのナブ
を備える、請求項２に記載のスロットルペダル組立体。
【請求項４】
　前記窪み部が、前記ペダルアームの前記端部の端から前記ペダルアームの前記通路を介
して延在する開口部によって画定される、請求項２又は請求項３に記載のスロットルペダ
ル組立体。
【請求項５】
　前記シール材が、前記ホール効果センサ組立体をカプセル化して前記センサ収納用キャ
ビティを実質的に満たす樹脂封止体によって画定される、請求項１から請求項４の何れか
一項に記載のスロットルペダル組立体。
【請求項６】
　前記磁石が単一の磁石を備える、請求項１から請求項５の何れか一項に記載のスロット
ルペダル組立体。
【請求項７】
　前記ペダルシャフト及び前記ペダルヘッドを通る前記通路は、互いに対応する形状であ
り、前記ペダルシャフト及び前記通路の形状は、前記通路内の前記シャフトの回転を防止
する、請求項１から請求項６の何れか一項に記載のスロットルペダル組立体。
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